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内容要旨
［目的］レジンセメントは，審美性や物理的特性に優れる一方，歯質や補綴物への接着には機能性モノ
マーによる前処理が必要である．レジンの重合反応に参加しない機能性モノマーの利用は，レジンセメ
ントの重合反応を阻害し，機械的性質の低下や臨床成績の悪化を起こす可能性がある．従来，重合率の
評価は，赤外分光分析法によるスペクトルの相対的な評価が行われてきたが，レジンセメントと機能性
モノマーの重合スペクトルが重複してしまうため，本来の重合率を確実に評価することは難しいと考え
られる．本研究では赤外分光分析法による重合率評価と機械的物性評価法の併用により機能性モノマー
と反応したレジンセメントの重合率を評価した
［方法］材料は，デュアルキュア型レジンセメントのRely-X，機能性モノマーとしては，
10-Methacryloyloxydecyl Dihydrogen Phosphate (MDP）が含有されるEpricodeを用いた．試料は，レジ
ンセメントを 2枚のフッ化カルシウム板に挟み薄膜にしたコントロール試料， 30秒間ハロゲンランプ照
射した光照射試料，フッ化カルシウム板の片面にMOPを前処理した試料， MDPモノマーをレジンセメン
トに混和した試料の4種類を作製した．赤外分光分析法による重合率評価は，レジンセメントを2枚の
フッ化カルシウム板で、挟み薄膜にした後，i夜膜法による透過スペクトルを l分後から 24時間後まで測定
した．重合率は， C=C二重結合とフェニル基の比により評価した物理的評価測定には，準静的，準動
的および動的ナノインデンテーション試験を行った．ナノインデンテーション試験は，パーコピッチ型
のダイヤモンド庄子を用い，走査型プローブ静顕微鏡観察下で行った．
［結果］赤外分光分析の結果から，重合率はそれぞれの試料は10分後まで急速に上昇し，その後は緩や
かな上昇を示した．重合率は光照射試料で最も高く，測定開始直後から 10%近い重合率を示した．ナノ
インデンテーション試験による硬さ・弾性係数の測定においても光照射試料は最も高く，重合率と物理
的特性は相関すると言える．また，物性値が最も低いMOPモノマーを混和した試料は，赤外分光分析に
よる従来法で比較的高い重合率を示し，正確な重合率を反映していない可能性が高い準動的試験では，
光照射した試料が最も高い物性値を示したものの，その他の試料開では有意差はみられなかった 準静
的および動的試験から陥Pモノマーを混和した試料は最も粘性高〈，重合率が低いことが推察された．
［結論】本研究から，レジンセメントの重合率の評価はナノインデンテーションによる物性値の霊訓固と
赤外分光分析法の併用により，レジンセメントそのものの重合率を正しく反映していることが確認され
た．
